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フィルムの表面分析事例（LESA nano ESI-MSによる定性、LESA LC/MSによる定量）

LESA（Liquid Extract Surface Analysis）による局所溶媒抽出液の様々な分析への適用

LESA（Liquid Extract Surface Analysis）nano ESI-MSに、新たに抽出液回収機能を導入することで、
表面局所抽出液が他の分析手法（LC/MS, GC/MS, MALDI-MS, ICP-MSなど）にも適用可能となった。
ここでは、従来困難であった表面付着成分の定量評価に、LC/MSを適用した事例を紹介する。

局所領域における表面付着成分の
定性・定量分析 （LESA LC/MS）

LESA(Liquid Extraction Surface Analysis)
数μLの溶媒で局所的な溶媒抽出を⾏う⽅法
※ロボットアームによる空間分解能︓1 mmφ（溶媒・対象試料に依存）

LESA nano-ESI-MS

低電圧
(〜1.5 kV)

⾮加熱

MS導⼊部
（ノズルプレート）

従来のESIよりソフトなイオン化
（⾦属錯体の分析も可能）

Orbitrap MS

局所溶媒抽出液（数μL）の回収＆適切な⼿法への適⽤

クロマト分離による定量分析が可能に︕

LESA
MALDI-MS

LESA
ICP-MS

[分析⽬的]
局所領域のフィルム表⾯の
劣化成分を定性・定量する

[試料]PETフィルム
・未処理部
・熱劣化部

PET_initial  #1-794 RT: 0.01-2.98 AV: 69 NL: 1.20E7
T: FTMS + p NSI Full ms [100.0000-1500.0000]
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PET_170C24h #1-764 RT: 0.01-3.00 AV: 72 NL: 9.51E6
T: FTMS + p NSI Full  ms [100.0000-1500.0000]
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C30H24O12
Exact Mass: 576.1268

未処理部 熱処理部
m/z  594.1641

C30H28O12N

[M+NH4]+

PET環状3量体

ソフトなイオン化法で分⼦そのものを検出可能

熱処理後フィルム1mmφの試料量で、熱劣化⽣成物（PET環状3量体）を分⼦イオンで検出
→混合物のマススペクトルのため、夾雑イオンの影響により定量は困難

これまでに困難だった局所領域の表⾯成分の定量がLESA LC/MSで可能に︕

クロマトグラム

→Retention Time
各成分を単離・検出

表⾯成分の定性

表⾯成分の定量

LESA nano ESI-Orbitrap MSスペクトル

LESA LC/MS

LESA-LC/MS（液体クロマトグラフィ-/質量分析）
抽出イオンクロマトグラム（PET環状3量体）と外部標準定量

ブランク

未処理部

熱処理部

標準溶液-1

標準溶液-3

標準溶液-2

PET環状3量体を
単離して検出

y = 2E+06x ‐ 623676
R² = 0.9998
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PET環状3量体の検量線

検量線⽤
標準溶液

熱処理部のピーク⾯積値
から定量計算

310 ng/cm2

熱処理後フィルム
LESA－LC/MS定量結果
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LESA
GC/MS

難揮発性成分 揮発性成分 中〜⾼分⼦成分 無機成分


